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プログラムの概要 

団体名称 特定非営利活動法人 国際協力 NGO センター（JANIC） 

実施規模 
□地域限定のプログラム：1,000 万円未満／3年以内に完了するもの 

■全国展開のプログラム：1,500 万円未満／3年以内に完了するもの 

実施期間 2017 年 11 月 ～ 2019 年 3 月 （1 年 5 ヵ月間） 

実施場所 全国 

タイトル 
SDGs時代のパートナーシップ/セクター間連携に向けて―SDGsセミナー＆SDGs 

DAY― 

目 的 
SDGs を踏まえた国際協力が推進される中、アクターである NGO 等が、SDGs を

理解し、自団体の「パートナーシップ/セクター間連携」に関する方針を持ち、他セ

クターにアプローチできるように支援する。 

概 要 
NGO 等に対し、SDGs を理解し、自団体の「パートナーシップ/セクター間連携」に

ついて自己分析を経た方針づくりを支援するセミナー開催と一定期間のモニタリ

ング後、他セクターとの報告・交流機会として SDGs DAY を開催する。 

受講対象者 

及び定員 

① SDGs セミナー 

対象：NGO 等組織のスタッフ 

定員：85 名（東京開催 25 名、地方開催 4 箇所［新潟、名古屋、神戸、佐賀］

各 15 名）（1 組織から複数名の参加を奨励する） 

② SDGs DAY（東京開催） 

定員：約 120 名 

対象・内訳： 

 上記「SDGs セミナー」参加者 70 名 

 その他 NGO関係者 10 名（SDGs DAY のみ参加したい層） 

 その他教育機関・一般等 40 名 

到達目標 

① 参加団体がそのミッション・事業と照らし合わせつつ、SDGs を理解すること

で、国際的な枠組みである SDGs を自団体の現状とこれからの姿を測る基本

尺度として活用することができる。 

② SDGs の基本理念、特にゴール・ターゲット達成のための前提であるパートナ

ーシップ/セクター間連携の意義を理解し、自団体の「パートナーシップ/セク

ター間連携方針」を持つことで、SDGs を共通言語に同じ目的を持つ多様なセ

クターとの「パートナーシップ」を促進させることができ、社会からの信頼を得

てそのインパクトを最大化させることができる。 

到達目標 

を測る指標 

① 団体内でSDGsに関する議論が深まり、実際に活動に取り入れるための取組

が始められている。 

② パートナーシップ/セクター間連携に関する活動方針と活動計画の策定がで

きている 

 


